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○●○ 国際基督教大学訪問報告 ○●○ 
 ＊以下は、国際基督教大学のカリキュラム調査に同行していただいた学生部教務課教務第一係の久
保係長にお願いして、同大学のカリキュラムの特徴等について報告していただくものです。 
本学が進めている学域再編に伴うカリキュラム等の改革の参考のため、平成 19 年 12 月 3 日に鹿野
副学長、向全学カリキュラム WG 座長、西山先生(大学教育開発・支援センター)の 4 人で、2008 年度
から教学改革を実施する国際基督教大学(ICU)を訪問し、森本副学長、日比谷教学改革本部長にお話
を聞きました。 
ICU は新宿から電車等で 30 分程の三鷹市にあり、建物の周りは武蔵野の林を生かした大きな樹木
が茂り、手入れが行き届いた広い芝生がありアメリカの映画に出てくるような素敵なキャンパスで、
文系の 5 つの学科に理学科がある学生数約 3000 人の大学です。 
2008 年度からの ICU の教学改革は、 
① 現在ある 6 学科を廃止、1 年生はすべて教養学部に入学し、2 年次の終わりまでに 31 の専攻か
ら自分の専攻を選ぶ(学生は幅広く学びながら、真に大学で学びたい分野を見極めたうえで、専
攻を決めることができる。) 





しかし、ICU は本学のような総合大学ではなく文系中心の大学であり、規模的には約 1/3 と小さく、
上記の改革を実行し易いという印象をうけました。 




今後について、学域再編の実施に向け ICU との情報交換を密に行っていく必要があると思いました。  
（文責 学生部教務課教務第一係 久保真一） 
 
○●○ 大学教員のライフコース-平成 19 年度 IDE 東北支部大学セミナー参加報告 ○●○ 
 センターニュースで FD についてはこれまで、教育業績評価（教員評価）、ティーチング・ポートフ
ォリオ、（大学院における）プレ FD など様々な項目と関わって、国内外の先進的な取組みの紹介や提
言を行っているが、何度か取り上げられている東北大学高等教育開発推進センターは、研究中心大学




ねた本セミナー（11 月 26 日、仙台ガーデンパレス）で提起された重要と思われる論点を挙げると、 





















当センターでは、平成２０年度からの FD 義務化に備え、FD 開発・実践開発シリーズとして共同学
習会を開催しております。FD って何？ 何のために？ という素朴な議論にも具体的に答えるシリ
ーズです。是非ご参加ください。また、ご希望のテーマがありましたら、遠慮なく、お申し出くださ
い。可能な限り、ご希望に即した企画を試みます。 
「FD 開発・実践開発シリーズ」について 
